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大
規
模
小
売
店
舗
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設
置
す
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者
等
の
変
更
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届
出
（
二
件
）	

三
六
四

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

三
六
五

　
　
　
　

教
育
委
員
会

○
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
及
び
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
の
入
学
者
募
集
定
員	

三
六
六

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

保
安
林
の
所
在
場
所　

都
留
市
朝
日
馬
場
字
大
鳥
居
二
一
一
二
、二
一
一
二
の
内
一
、二
一
一
三
、

二
一
一
三
の
一
、
与
縄
字
下
大
鳥
居
一
六
八
四
の
一
三
、
一
六
八
四
の
一
四
、
一
六
八
四
の
一
六
、

一
六
八
四
の
一
七
、
字
大
鳥
居
一
〇
一
二
か
ら
一
〇
一
四
ま
で
、
一
〇
一
六
、
一
〇
一
七
、
一
〇
二

八
、
一
〇
二
九
、
一
〇
三
三
、
一
〇
三
四
、
一
〇
三
四
の
二
、
一
〇
三
五
か
ら
一
〇
三
七
ま
で
、
一

〇
三
七
の
一
、
一
〇
三
八
の
一

二　

指
定
の
目
的　

水
源
の
涵か
ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1
�　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

2�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
都
留
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
一
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

家
畜
伝
染

病
の
種
類

家
畜
の

種
類

患
畜
又
は
疑
似

患
畜
の
区
分

発
生

頭
数

発
生
場
所

発　

生　

年　

月　

日

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

一

笛
吹
市

令
和
元
年
十
一
月
八
日

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
二
号

　

青
少
年
保
護
育
成
の
た
め
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
三

号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の
を
有
害
図
書
類
と
し
て
指
定
し
、
令
和
元
年
十
一
月

十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
す
る
図
書
類
（
雑
誌
）
の
名
称
及
び
発
行
所

名　
　
　
　
　
　
　
　

称

発　
　

行　
　

所

サ
マ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル　

水
着
の
ヒ
モ
を
ほ
ど
い
た
ら
…

（
株
）
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン



山
梨
県
公
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第
五
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令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

三
六
二

彼
女
と
僕
の
い
え
な
い
秘
密

（
株
）
リ
イ
ド
社

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

終
の
す
み
か　

ス
ペ
シ
ャ
ル　

シ
ェ
ア
さ
れ
る
女
編

（
株
）
日
本
文
芸
社

セ
ク
ハ
ラ
学
園
〜
抵
抗
で
き
な
い
私
た
ち
〜

（
株
）
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

か
み
く
じ
む
ら

（
株
）
少
年
画
報
社

SCH
O
O
LGIRL

（
株
）
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

ダ
ブ
ル　

背
徳
の
隣
人　

ス
ペ
シ
ャ
ル

（
株
）
日
本
文
芸
社

実
話
ロ
ー
レ
ン
ス

（
株
）
ス
コ
ラ
マ
ガ
ジ
ン

漫
画　

大
激
闘

（
株
）
楽
楽
出
版

5
0
代
か
ら
の
男
の
ゴ
ラ
ク

（
株
）
一
水
社

二�　

指
定
す
る
理
由　

著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
甚
だ
し
く
粗
暴
性
を
助
長
し
、
又
は
著
し
く
犯

罪
を
誘
発
す
る
等
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県
民
情
報
セ

ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

二�　

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　

1　

名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
ま
ち
ゃ
ん

　

2　

代
表
者
の
氏
名　

熊
坂
貞
子

　

3　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
清
水
新
居
千
六
百
六
十
六
番
地

　

4
�　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
・
障
碍
者
及
び
児
童
・
幼
児
に
対
し
、
介

護
活
動
や
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
地
域
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
福
祉
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民
と
密

接
な
関
係
を
育
み
、
福
祉
の
増
進
や
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
、
以
っ
て
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

縦
覧
期
間　

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
二
日
ま
で

◉　

令
和
元
年
度
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

　

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
元
年
度
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

試
験
日
時　

令
和
二
年
二
月
一
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二�　

試
験
場
所　

甲
府
市
池
田
一
丁
目
六
番
一
号　

山
梨
県
立
大
学
池
田
キ
ャ
ン
パ
ス

三　

試
験
の
種
類

　

1　

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

2　

農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

3　

特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

四　

受
験
資
格　

学
歴
、
年
齢
及
び
性
別
を
問
わ
な
い
。

五　

試
験
の
方
法
及
び
科
目

　

1　

筆
記
試
験

　
　

㈠�　

毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規

　
　

㈡�　

基
礎
化
学

　
　

㈢　

毒
物
及
び
劇
物
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法

　

2　

実
施
試
験　

毒
物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取
扱
方
法

六�　

受
験
願
書
の
提
出
先　

甲
府
市
に
住
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
甲
府
市
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
甲
府
市
以
外
の
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
各
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）
（
支

所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
、
本
人
若
し
く
は
代
理
人
が
持
参
す
る
こ
と
。
県
外
に
住
所
を
有

す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一

号
）
に
、
本
人
若
し
く
は
代
理
人
が
持
参
又
は
郵
送
す
る
こ
と
。

七�　

受
験
願
書
の
受
付
期
間
等　

令
和
元
年
十
二
月
九
日
（
月
）
か
ら
同
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
の
山

梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
日
の

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
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三
六
三

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
同
月
九
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
金
）
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
を
有
効
と
す
る
。

八　

提
出
書
類

　

1　

受
験
願
書

　

2
�　

住
民
票
（
本
籍
の
記
載
が
あ
り
、
か
つ
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
な
い
も
の

で
、
発
行
日
か
ら
六
月
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）

　

3
�　

写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
無
帽
、
上
半
身
像
、
縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
か
つ
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
裏
面
に
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
を
願
書

の
写
真
欄
に
貼
り
付
け
る
こ
と
。
）

九�　

受
験
手
数
料　

一
万
五
百
円
（
受
験
願
書
に
一
万
五
百
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙

を
貼
り
付
け
、
消
印
は
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な

か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。
）

十�　

合
格
者
の
発
表　

令
和
二
年
三
月
五
日
（
木
）
午
前
十
時
に
山
梨
県
庁
東
側
、
甲
府
市
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
及
び
各
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）
の
掲
示
板
並
び
に
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
受
験
番
号
で
発
表
す
る
。
ま
た
、
合
格
者
に
は
合
格
証
書
を
交
付
す

る
。

十�

一　

問
合
せ
先　

詳
細
に
関
し
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
電
話
〇
五
五
｜
二
二
三

｜
一
四
九
一
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

◉　

松
く
い
虫
駆
除
命
令
内
容
の
公
表

　

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
駆
除
命
令
を
行
う
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

区
域
及
び
期
間

　

1
�　

区
域　

甲
斐
市
の
区
域
内
に
存
す
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
（「
次
の
と
お

り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
及
び
中
北
林
務
環
境
事

務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）。

　

2
�　

期
間　

令
和
元
年
十
二
月
九
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で

二　

森
林
病
害
虫
等
の
種
類　

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
松
く
い
虫

三　

行
う
べ
き
措
置
の
内
容

　

1
�　

松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
樹
木
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
樹
木
を
伐
倒
し
て
、

当
該
樹
木
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
樹
木
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
樹
木
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

　

2
�　

松
の
伐
採
跡
地
で
あ
っ
て
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
根
株
の
存

す
る
も
の
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
跡
地
に
存
す
る
当
該
根
株
並
び
に
松
く

い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
に
薬
剤
を
散
布
し
、
又
は
当
該
根
株
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る

枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

　

3
�　

松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
伐
採
木
等
（
伐
採
さ
れ
た
樹
木
そ
の
他

土
地
か
ら
分
離
し
た
樹
木
の
幹
及
び
枝
条
（
用
材
及
び
薪
炭
材
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
木
等
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
伐

採
木
等
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
伐
採
木
等
を
は
く
皮
し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付

着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る

こ
と
。

四�　

命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由　

一
1
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お
い
て
前
年
度
中
に
松
く

い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
本
年
度
に
お
け
る
気
象
条
件
及
び
松
く
い
虫
に
よ

る
被
害
の
発
生
状
況
に
鑑
み
、
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
異
常

に
ま
ん
延
し
、一
1
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。

五　

そ
の
他
必
要
な
事
項

　

1
�　

三
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
、
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
森
林
病
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従

う
こ
と
。

　

2
�　

三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
中

北
林
務
環
境
事
務
所
を
経
由
し
て
、
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

3
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

3
�　

三
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該

措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
中
北
林
務
環
境
事
務
所
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
当
該
申
請
者
が
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
、
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
、
及
び
損
失
補
償
金
を
交
付
す
る
。

　

4
�　

知
事
は
、
三
1
に
規
定
す
る
樹
木
、
三
2
に
規
定
す
る
伐
採
跡
地
又
は
三
3
に
規
定
す
る
伐
採

木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
が
、
一
2
に
定
め
る
期
間
内
に
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な

い
と
き
、
行
っ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、
又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
当
該
措
置
の
全
部

又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

5
�　

知
事
は
、
4
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
措
置
の
費
用
の
額
が
、
三
に
掲
げ
る
措

置
を
行
う
べ
き
者
が
自
ら
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け

る
こ
と
と
な
る
べ
き
損
失
補
償
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る

額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
五
十
号　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

三
六
四

　

6
�　

一
1
の
区
域
内
に
お
い
て
森
林
、
樹
木
、
指
定
種
苗
又
は
伐
採
木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す

る
者
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
日
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
、
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を
提
出
し
て

不
服
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉　

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地
等
の
変
更
の
届
出

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
告
し
、
及
び
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名　

株
式
会
社
カ
イ

ン
ズ　

代
表
取
締
役　

高
家
正
行　

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番
一
号

二　

届
出
の
概
要

　

1
�　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地　

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
富
士
吉
田
店　

山
梨
県
富
士
吉
田

市
上
吉
田
東
六
丁
目
五
番
四
十
号

　

2
�　

変
更
し
た
事
項

　
　

㈠　

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地

変
更
前

変
更
後

山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
字
城
山
東

三
千
七
百
九
十
七
番
一

山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
東
六
丁
目
五

番
四
十
号

　
　

㈡�　

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代

表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

土
屋
裕
雅

埼
玉
県
本
庄
市
東
富
田
八
十
八
番
地
二

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

高
家
正
行

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号

　
　

㈢�　

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に

あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

土
屋
裕
雅

埼
玉
県
本
庄
市
東
富
田
八
十
八
番
地
二

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

高
家
正
行

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号

　

3
�　

変
更
の
年
月
日　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
八
日
外

三　

届
出
年
月
日　

令
和
元
年
十
一
月
五
日

四�　

縦
覧
場
所　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階　

山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

五　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
十
八
日
ま
で

◉　

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
等
の
変
更
の
届
出

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
告
し
、
及
び
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名　

株
式
会
社
カ
イ

ン
ズ　

代
表
取
締
役　

高
家
正
行　

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番
一
号

二　

届
出
の
概
要

　

1
�　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地　

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
甲
西
店　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

西
南
湖
字
上
河
原
三
百
二
十
五
番

　

2
�　

変
更
し
た
事
項

　
　

㈠�　

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代

表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ



山
梨
県
公
報　
　

第
五
十
号　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

三
六
五

代
表
取
締
役　

土
屋
裕
雅

埼
玉
県
本
庄
市
東
富
田
八
十
八
番
地
二

代
表
取
締
役　

高
家
正
行

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号

　
　

㈡�　

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に

あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

土
屋
裕
雅

埼
玉
県
本
庄
市
東
富
田
八
十
八
番
地
二

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

高
家
正
行

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号

　

3
�　

変
更
の
年
月
日　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
八
日
外

三　

届
出
年
月
日　

令
和
元
年
十
一
月
五
日

四�　

縦
覧
場
所　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階　

山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

五　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
十
八
日
ま
で

◉　

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
等
の
変
更
の
届
出

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
告
し
、
及
び
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名　

株
式
会
社
カ
イ

ン
ズ　

代
表
取
締
役　

高
家
正
行　

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番
一
号　

外
一
者

二　

届
出
の
概
要

　

1
�　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地　

カ
イ
ン
ズ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
都
留
店　

山
梨
県
都

留
市
井
倉
字
美
通
三
百
二
十
八
番
地
一
外

　

2
�　

変
更
し
た
事
項

　
　

㈠�　

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代

表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

土
屋
裕
雅

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号　

外
一
者

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

高
家
正
行

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号　

外
一
者

　
　

㈡�　

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に

あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

土
屋
裕
雅

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号　

外
二
者

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

高
家
正
行

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番

一
号　

外
二
者

　

3
�　

変
更
の
年
月
日　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

三　

届
出
年
月
日　

令
和
元
年
十
一
月
五
日

四�　

縦
覧
場
所　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階　

山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

五　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
十
八
日
ま
で

◉　

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

甲
州
市
勝
沼
町
勝
沼
字
上
川
久
保
二
千
五
百
四

十
三
番
一
か
ら
二
千
五
百
四
十
三
番
十
ま
で
、
二
千
五
百
四
十
八
番
一
か
ら
二
千
五
百
四
十
八
番
六

ま
で
、
二
千
五
百
五
十
番
一
か
ら
二
千
五
百
五
十
番
七
ま
で
、
二
千
五
百
五
十
五
番
一
か
ら
二
千
五

百
五
十
五
番
六
ま
で
、
二
千
五
百
五
十
七
番
一
、
二
千
五
百
五
十
七
番
三
か
ら
二
千
五
百
五
十
七
番

十
二
ま
で
、
二
千
五
百
六
十
一
番
一
及
び
二
千
五
百
六
十
一
番
三
か
ら
二
千
五
百
六
十
一
番
二
十
八
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三
六
六

ま
で
並
び
に
同
町
上
岩
崎
字
狐
原
八
百
八
番
一
及
び
八
百
八
番
四
、
道
並
び
に
水
の
区
域

二　

公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
置
及
び
区
域

道
路　

水
路

次
の
図
の
と
お
り

　

�　

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
甲
州
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

三�　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

甲
州
市
勝
沼
町
勝
沼
二
千
五
百
六
十
二
番
二　

勝
沼

ワ
イ
ン
村
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

高
野
英
一

　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

◉　

山
梨
県
公
立
高
等
学
校
及
び
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
の
入
学
者
募
集
定
員

　

令
和
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
及
び
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
の
入
学
者
募
集
定
員
を
次
の
と

お
り
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
教
育
委
員
会

　
　
　

	

　
　
　
　
　

教
育
長　
　

市　
　

川　
　
　
　
　

満　
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【全日制課程】

北　　　杜 普通科 80 190

うち理数コース [25]

総合学科 110

韮　　　崎 普通科 200 230

文理科 30

韮崎工業 160 160

甲府第一 普通科 180 250

探究科 70

甲 府 西 普通科 220 220

甲 府 南 普通科 200 240

理数科 40

甲 府 東 普通科 240 240

うち理数コース [40]

甲府工業 機械科 80 280

電気科 80

建築科 40

土木科 40

電子科 40

甲府城西 総合学科 250 250

甲府昭和 普通科 240 240

農　　　林 システム園芸科 30 150

森林科学科 30

環境土木科 30

造園緑地科 30

食品科学科 30

巨　　　摩 普通科 200 200

うち理数創造コース [40]

白　　　根 普通科 130 130

うち文理コース [30]

青　　　洲 普通科 140 275

※工業科(機械工学科、土木工学科） 60

※商業科（ビジネス探究科・ビジネス情報科） 75

身　　　延 総合学科 80 80

学　　校　　名 学 科 （ コ ー ス ） 名 定　　　員 計

※工業科（電子機械科・電気科・情報技術科・

　 環境化学科・システム工学科・制御工学科）

令和２年度山梨県公立高等学校入学者募集定員
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笛　　　吹 普通科 120 270

食品化学科 30

果樹園芸科 30

総合学科 90

日　　　川 普通科 220 220

山　　　梨 普通科 150 150

うち英理総合コース [30]

塩　　　山 普通科 80 130

うち英数コース [25]

※商業科（商業科・情報ビジネス科） 50

都　　　留 普通科 200 200

上 野 原 総合学科 120 120

都留興譲館 100 225

英語理数科 25

100

　 制御工学科・環境工学科）

吉　　　田 普通科 200 240

理数科 40

富士北稜 総合学科 260 260

富士河口湖 普通科 180 180

甲府商業 商業科 165 260

情報処理科 95

甲　　　陵 普通科 80 80

5,470

○隣接都県募集

対象都県

7

3

20

静岡県 30

東京都、神奈川県 30

○全国募集

40 40

総　　合　　学　　科身　　　　　　延

合　　　　　計

（注）1 定員欄及び前期募集人員欄の[　]は、普通科のコ－スの定員であり、当該普通科の募集定員の内数である。

学　　校　　名 定　員　の　上　限学 科 ・ コ ー ス

普通科理数コース

普　　　 通 　　　科

（注）「隣接都県募集」は、山梨県以外の「対象都県」からの募集を示す。

長野県北　　　　　　杜

総　　合　　学　　科

上　　 野 　　原 総　　合　　学　　科

（注）「全国募集」は、山梨県以外の都道府県からの募集を示す。

定　　　員 計

甲　　　　　　陵 普　　通　　科

学　　校　　名 学 　　　　　科

　　　6 甲陵高校は、県立高校（甲府商業を含む）とは異なる独自方式による入試を実施する。同校の前期募集人員は、甲陵高校が定める。

普通科

　　　4 塩山高校は、商業科二学科を一括して募集する。

　　　5 都留興譲館高校は、工業科四学科を一括して募集する。

学　　校　　名

　　　2 韮崎工業高校は、工業科六学科を一括して募集する。

学 科 （ コ ー ス ） 名 定　　　員 計

　　　3 青洲高校は、工業科二学科、商業科二学科をそれぞれ一括して募集する。

※工業科（機械工学科・電子工学科・
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学　　科　　名

普   通   科 40 40

※工業科（機械科・ 120 120

　　電気科・建築科）

普   通   科 40 40

普   通   科 40 40

普   通   科 40 40

午前部 普   通   科 60 200

普   通   科 60

情報経理科 40

普   通   科 20

情報経理科 20

普   通   科 30 90

情報経理科 30

普   通   科 30

570

第1期募集人員 計

普   通   科 180 108

衛生看護科 20 12

学　　校　　名 学　　　科　　　名

夜

【通信制課程】

200 120中　　　央

（注） 甲府工業高校は、工業科三学科を一括して募集する。

計

合　　　　　　　　計

【定時制課程】

韮　　　崎

巨　　　摩

中　　　央

山　　　梨

学　　校　　名

定　　　　員

夜

昼

甲府工業

午後部

夜間部

昼

計

夜

夜

定　　　員

夜

ひばりが丘

夜

昼

都　　　留

昼夜別
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学　　校　　名 部 学　科　（　コ　ー　ス　）　名 定　　　　　員

幼稚部 若干名

普通科 8

普通科（重複障害） 若干名

保健理療科 8

専攻科・保健理療科 8

専攻科・理療科 8

幼稚部 若干名

普通科 8

普通科（重複障害） 若干名

普通科 8

普通科（重複障害） 若干名

普通科 8

普通科（重複障害） 若干名

普通科 32

普通科（重複障害） 若干名

普通科 16

普通科（重複障害） 若干名

普通科 16

普通科（重複障害） 若干名

普通科 32

普通科（重複障害） 若干名

高等部

       わかば支援

産業技術科高等部

       ろ　　う

      桃花台学園

高等部

高等部

       あけぼの支援

令和２年度山梨県立特別支援学校入学者募集定員

高等部

高等部

高等部

       盲

       甲府支援

48

高等部

       ふじざくら支援

       かえで支援

       やまびこ支援

高等部


